
- 1 -

新旧対照表

改正前 改正後

（一般的損害） （一般的損害）

第27条 工事目的物の引渡し前に、工事目的物又は工事材料につい 第27条 工事目的物の引渡し前に、工事目的物又は工事材料につい

て生じた損害その他工事の施工に関して生じた損害（次条第１項 て生じた損害その他工事の施工に関して生じた損害（次条第１項

若しくは第２項又は第29条第１項に規定する損害を除く｡ ）につ 若しくは第２項又は第29条第１項に規定する損害を除く｡ ）につ

いては、受注者がその費用を負担する。ただし、その損害（第57 いては、受注者がその費用を負担する。ただし、その損害（第58

条第１項の規定により付された保険等によりてん補された部分を 条第１項の規定により付された保険等によりてん補された部分を

除く｡ ）のうち発注者の責めに帰すべき事由により生じたものに 除く｡ ）のうち発注者の責めに帰すべき事由により生じたものに

ついては、発注者が負担する。 ついては、発注者が負担する。

（第三者に及ぼした損害） （第三者に及ぼした損害）

第28条 工事の施工について第三者に損害を及ぼしたときは、受注 第28条 工事の施工について第三者に損害を及ぼしたときは、受注

者がその損害を賠償しなければならない。ただし、その損害（第 者がその損害を賠償しなければならない。ただし、その損害（第

57条第１項の規定により付された保険等によりてん補された部分 58条第１項の規定により付された保険等によりてん補された部分

を除く。以下この条において同じ｡ ）のうち発注者の責めに帰す を除く。以下この条において同じ｡ ）のうち発注者の責めに帰す

べき事由により生じたものについては、発注者が負担する。 べき事由により生じたものについては、発注者が負担する。

２・３ ［略］ ２・３ ［略］

（不可抗力による損害） （不可抗力による損害）

第29条 ［略］ 第29条 ［略］

２ 発注者は、前項の規定による通知を受けたときは、直ちに調査 ２ 発注者は、前項の規定による通知を受けたときは、直ちに調査

を行い、同項の損害（受注者が善良な管理者の注意義務を怠った を行い、同項の損害（受注者が善良な管理者の注意義務を怠った

ことに基づくもの及び第57条第１項の規定により付された保険等 ことに基づくもの及び第58条第１項の規定により付された保険等

によりてん補された部分を除く。以下この条において「損害」と によりてん補された部分を除く。以下この条において「損害」と
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いう｡ ）の状況を確認し、その結果を受注者に通知しなければな いう｡ ）の状況を確認し、その結果を受注者に通知しなければな

らない。 らない。

３～６ ［略］ ３～６ ［略］

（相殺）

第57条 発注者は、受注者に対して有する金銭債権があるときは、

受注者が発注者に対して有する保証金返還請求権、請負代金請求

権その他の債権と相殺できることとし、なお不足があるときは追

徴する。

２ 前項の場合において、相殺の充当の順序は発注者が指定する。

第57条 ［略］ 第58条 ［略］

（賠償金等の徴収）

第58条 受注者がこの契約に基づく賠償金、損害金又は違約金を発

注者の指定する期間内に支払わないときは、発注者は、その支払

わない額に発注者の指定する期間を経過した日から請負代金額支

払の日まで、財務大臣決定割合で計算した利息を付した額と発注

者の支払うべき請負代金額とを相殺し、なお不足があるときは追

徴する。

２ 前項の規定により追徴する場合には、発注者は、受注者から遅

延日数につき財務大臣決定割合で計算した額の延滞金を徴収する

。


